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ＪＲ東海ユニオンは７月５日、名古屋市におい

て、会場を２つに分けるなど、新型コロナウイルス

感染症・感染防止に向けて最大限の配慮を行ったう

えで、約２年ぶりにすべての大会構成員を招集し、

第 30 回定期大会を開催した。 

 大会冒頭、執行部を代表して挨拶に立った鎌田茂

中央執行委員長は、コロナ禍の中での参集に謝意を

述べるとともに、「今後も対話を丁寧に行い、全員

参画で運動を創り上げるというスタンスは変わら

ない。コロナ禍という異常事態下でも、知恵を出し

合い、工夫を凝らし、ユニオン運動を力強く展開していく」という決意を述べた。 

 その後、来賓のＪＲ連合・荻山市朗会長からは「ＪＲ産業は経費削減など自助努力も

限界となり、何よりも早期の需要回復が必要。この間政府や政党等に他産別とも連携の

うえ働きかけてきたが、ＪＲ産業の回復と持続的な発展をめざし、引き続き政策を磨き

つつ、組織強化にも取り組んでいく」旨の挨拶があった。またＪＲ東海会社の巣山芳樹

副社長からは「コロナ禍の中でも最大限の収益拡大と、業務改革や費用低減に努め、成

長戦略を描く。労使が将来宣言に則り力を合わせ歩んでいきたい」旨の挨拶があった。 

 議事では、書面持ち回り形式で開催した

昨年度の定期大会等について追認を求めた

ほか、バーチャル形式等での機関会議開催

を可能とする規約・規則改正、2021 年度運

動方針等が提起され、執行部答弁の後すべ

ての議案が満場一致で採択された。 

本大会では、長年、ＪＲ東海ユニオン運

動を牽引してきた鎌田中央執行委員長の退

任があったほか、政所大祐書記長と相良夏樹中央執行委員、および先のＪＲ連合第 31 回

定期大会で事務局長を退任した尾形泰二郎特別中央執行委員も退任となり、最後は新た

に選出された尾内裕昭新中央執行委員長の団結ガンバローで締めくくられた。 


